
配偶者の
パート収入 配偶者（特別）控除 所得税 市県民税

本人の 配偶者自身の

96万5千円以下 ◎
配偶者控除が
受けられます（下表参照）

◎
かかりません

◎
かかりません

◎
配偶者特別控除が
受けられます（下表参照）

×
かかります
(注１)

×
かかります
(注２)

×
受けられません

96万5千円超
103万円以下

201万5,999円超

103万円超
201万5,999円以下

○パート収入と、本人の控除・配偶者自身の税金の関係（パート以外の収入がない場合）

○配偶者控除・配偶者特別控除（市県民税分）※　令和３年度課税以降

夫婦ともに所得があります。
配偶者(特別)控除はどうなりますか？

私の配偶者はパートで働いていますが、配偶者のパート収入がいくらまでなら、
私の所得から配偶者（特別）控除が受けられますか？
また、配偶者自身の税金はどのようになるのでしょうか？

下の表のとおりとなります。

※　本人の合計所得が1,000万円超の場合は、配偶者控除・配偶者特別控除の適用外です。
※　配偶者控除と配偶者特別控除は重複適用できません。

（注１）配偶者自身の所得税は、収入103万円超であっても、所得より所得控除が大きければ
非課税となります。

（注２）配偶者に扶養者がいたり、障害者控除に該当したりする場合は、収入金額により非課
税になる場合があります。

（注３）配偶者控除の適用になる配偶者が70歳以上（昭和29年１月１日以前生まれ）のかた
である場合に該当します。

配偶者の合計所得金額

100万円以下
105万円以下
110万円以下
115万円以下
120万円以下
125万円以下
130万円以下
133万円以下

48万円超
100万円超
105万円超
110万円超
115万円超
120万円超
125万円超
130万円超

48万円以下
　　　 控除対象配偶者
　　老人控除対象配偶者（注３）

 
33万円
38万円
33万円
31万円
26万円
21万円
16万円
11万円
６万円
３万円

対象外

 
11万円
13万円
11万円
11万円
９万円
７万円
６万円
４万円
２万円
１万円

対象外

 
22万円
26万円
22万円
21万円
18万円
14万円
11万円
８万円
４万円
２万円

対象外

103万円以下

103万円超155万円以下

155万円超160万円以下

160万円超1,667,999円以下

1,667,999円超1,751,999円以下

1,751,999円超1,831,999円以下

1,831,999円超1,903,999円以下

1,903,999円超1,971,999円以下

1,971,999円超2,015,999円以下

2,015,999円超
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本人の合計所得金額
（給与所得だけの場合の給与収入金額）

900万円以下
(1,095万円以下)

900万円超
950万円以下
(1,095万円超
1,145万円以下)

950万円超
1,000万円以下
(1,145万円超
1,195万円以下)

【参考】
配偶者の収入が給与所得
のみの場合の配偶者の
給与等の収入額

ＱＱ

ＡＡ

133万円超

自分や家族のために支払った医療費が一年間で一定の金額を超えた場合には、申告すると医
療費控除を受けることができ、市県民税額が下がる場合があります。
※　市県民税が非課税や均等割のみの課税になるかた（Ｐ３参照）は、医療費控除の申告を
行っても、市県民税の税額には影響がありません。

１　控除額の計算

※　総所得金額が200万円未満のかたは10万円ではなく、総所得金額の５％を超えた金額
 （10万円より小さい額）が医療費から差し引かれます。

２　医療費控除の申告手続き
　所得税が課税されているかたは税務署へ所得税の確定申告を、所得税が課税されない
かたは市役所に市県民税申告を行います。
　医療費通知（健康保険組合などが発行する「医療費のお知らせ」）、または支払った医療
費の額などを自分でまとめた明細書の添付が必要です。添付がない場合、医療費控除は
適用されません。
　なお、医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要があります。

〈対象となる医療費の例〉
・治療や療養に必要な医薬品の購入費
・医師や歯科医師に支払った治療費
・治療のためにマッサージ師、はり師、きゅう師などに支払った施術料
・治療のために直接必要な通院費用（バス・電車等）、入院時の部屋代や食事代

〈対象とならない医療費の例〉
・インフルエンザなど病気の予防接種の費用
・健康増進や病気の予防のための医薬品の購入費
・人間ドックなどの健康診断のための費用
・容姿の美化や容貌を変えることなどを目的とする整形手術の費用
・医師や看護師に対する謝礼、診断書の作成料、入院の病衣代
・自己都合で希望する差額ベッド料金
・おむつ代（医師が発行した「おむつ使用証明書」がある場合を除きます。）
・車で通院した際のガソリン代・駐車場代

※　介護保険制度に関する居宅サービスや施設サービスは、対象になる部分とならない
部分がありますので、ご利用の介護サービス事業者にもお問合せください。

■医療費控除の特例（上記の通常の医療費控除との重複適用は不可） 
　健康の保持促進や疾病予防の取組を行うかたが、特定一般用医薬品等を購入した対価を支
払った場合に受けられる控除です。
　控除額（限度額８万８千円）
　　 ＝ 特定一般用医薬品等の購入額 － 保険などから補てんされる金額 － １万２千円

その年中に
支 払 っ た
医 療 費

保険などから
補てんされる
金 額

医　   療   　費
控　   除   　額
（上限200万円）

10万円または
総所得金額等の５％

(どちらか少ない方の金額)
ー ー =

医療費控除を受けるためには、どうしたらいいのでしょうか？

昨年、家族が入院したため多額の医療費がかかりました。
医療費控除について教えてください。

支払った医療費の額を明細書などにまとめて申告してください。
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